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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名    大阪府立能勢高等学校                 

  種別  □保育園・幼稚園  □小学校  □小中一貫教育 

      □中学校      ☑高等学校 □中高一貫教育 

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  住所 〒５６３－０１２２ 

      大阪府豊能郡能勢町上田尻５８０               

  E-mail：nose-hs@sbox.pref.osaka.lg.jp                

  Website：http://www.osaka-c.ed.jp/nose               

  児童生徒数：男子 ８９ 名   女子  ７２ 名  合計 １６１名 

        児童・生徒の年齢 １６歳～１８歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ☑ 国際理解 

 ☑ 世界遺産 

☑ 平和・人権 

☑ 環境 

□ 気候変動  

☑ 生物多様性 

□ エネルギー 

☑ 防災 

☑ 食育 

☑ 伝統文化 

☑ そのほか（ＳＧＨの活動、持続発展教育、グリーンツーリズム、 

       ユネスコスクールコーディネイター会議の定期的出席） 
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 ３．活動内容  

 本校は本年度（平成 27 年度）より文部科学省からスーパーグローバルハイスク

ール（ＳＧＨ）に指定され、様々な活動を行っている。それらの活動はユネスコ

スクールのＥＳＤ活動と重なっているため、本校のＥＳＤの強化につながってい

る。 

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

Ⅰ．1年次生「産業社会と人間」２，３年次生「総合的な学習の時間」 

・環境学習、国際理解学習、人権学習、福祉学習、グリーンツーリズム学習、地

域学習 

①外部講師による講演とワークショップ 

②本校留学生、他校留学生による異文化理解講座 

講師（協力団体）：大学教員、国際交流協会職員、市民ボランティア、 

地域諸施設職員、ＪＩＣＡ、海外研修生、ＮＧＯなど。 

 

Ⅱ．校外学習 

2 年次で JICA 関西訪問：元協力隊員講演、JICA 活動理解、異文化理解 

 

Ⅲ．マレーシア修学旅行、マレーシア現地実態調査ツアー 

・マレーシア修学旅行の準備として、アスンタ高校（姉妹校）生徒、教員とのメ

ールのやり取り（情報交換、異文化理解） 

・マレーシア現地実態調査として、11 月 1 日～11 月 8 日の８日間マレーシアを訪

問した。前半の日程で北部都市タイピンを訪れマングローブ林の実態調査・植

林体験・炭焼き工場の見学などを現地学生と共同で行った。後半の日程ではク

アラルンプール大学(UniKL)で研修を受け、UniKL の学生たちの助力のもとに課

題研究の発表を行った。 

 

Ⅳ．文化祭でのチャリティー活動・・・ＮＧＯ団体とタイアップ 

・モンゴルジェンダーセンターの支援 

・フィリピン植林活動の支援 

 

Ⅴ．留学生（受入れと派遣）・・・長期留学生１名・短期留学生１名受入れ、 

                １年生１名長期留学派遣 

１）AFS 長期留学生（受入れ学年は２年次生）  

  オーストラリア １６歳 男子 ４月より１０ヶ月間滞在 ２月７日帰国 

町民ボランティア複数による日本語指導。町民によるホームステイ受け入れ。 

町内小中学校での国際交流授業に派遣。地域での交流活動に参加。 

学校だけでなく、地域の国際交流に貢献。 

  ２）AFS 秋季短期留学生 オーストラリア（受け入れ学年は１年次生） 

      ＊体調不調のため途中帰国 

    ３）１年生女子 コスタリカへ長期留学（ＡＦＳ） 

             平成２８年２月１９日～平成２９年１月１１日 
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Ⅵ 生徒会・ユネスコクラブの共同活動 

・体育祭でネパール大地震の被災者に対する救援募金を行った。集まった募金は

ＮＧＯフリー・ザ・チルドレン・ジャパンを通してネパールへ送った。 

・9 月 27 日（日）文化祭で、オイスカや大阪大学モンゴル研究室と共同で物品販

売を行い、収益を海外植林活動やＮＧＯ活動に寄付した。 

 

Ⅶ 本校校長が「大阪ユネスコスクール(ASPnet)ネットワークの代表であり本校

が ASPnet の活動の旗艦校になっている。 

 

Ⅷ スーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）の取り組み 

（１）講座 

 ○基礎知識講座 

    １年生は「産業社会と人間」、２年生は「総合的な学習の時間」において

学年全員が受講し、外部よりさまざまな分野の講師を招き講演やワークシ

ョップを行った。 

 ○重点分野講座 

    ２年生１２名が「マレーシア 経済発展と自然破壊」を重点テーマに、「マ

ングローブ炭と森林破壊」に焦点をあて、大学教員の指導のもと課題研究

を進めた。関連分野から多彩な講師を招き、講演やワークショップを行っ

た。 

 

（２）校外・交流活動 

・6 月 5 日（金） マレーシア高校生 20 名を受け入れ、放課後はユネスコクラブ

のメンバーとともに浄るりシアターにおいて人形浄るりを体験。 

・6 月 6 日（土）に本校生徒 10 名（ユネスコクラブのメンバーが中心になり）大

阪国際大学の学生と共同でマレーシア高校生 20 名を英語で案内する京都観光

ツアーを実施。 

・8 月 28 日（金）奈良英語研修ツアーを実施。大阪国際大学との連携で、１年次

生１８名が参加。 

・8月 21 日（金）大阪教育大学訪問。 ２年ＳＧ重点分野講座生徒 12 名が、大学

で課題研究。  

・9 月 28 日（月）鳥取環境大学英語研修ツアーを実施。2年次生 12 名が参加。大

学主催の「英語村」活動に参加し、また、環境ゼミの学生による発表を聞いた。

その様子はＮＨＫ鳥取で放送された。 

・11 月１日（日）～11 月 8 日（日）マレーシア実態調査を行った。2年次生 12 名

が参加。マレーシアのタイピンで植林活動参加・木炭工場見学を実施。クアラ

ルンプール大学で研修及び課題研究を発表。 

・12 月 16 日（水）オイスカを通しプトラ・マレーシア大学生来校・交流。浄るり

シアターで体験。 

・12 月 17 日（木）1 年ＳＧ重点分野講座生徒 14 名が、モンゴル民族博物館（豊

岡市但東町）訪問。 

・1月 30 日（土）1 年ＳＧ重点講座受講者 12 名が箕面市立多文化交流センターを

訪問し、講座の受講や日本在住の外国人（韓国、台湾、ブラジル）と交流。 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

☑ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

☑ 時間外活動の時間を使用 

☑ ユネスコクラブの活動として実施 

☑ その他（文化祭、マレーシア修学旅行、ＳＧＨ校外研修、 

      マレーシア海外実態調査） 

 


